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野 棲 ハ ツ カ ネ ズ ミ の 生 活 史XII

配 偶 子 形 成 と 初 期 発 生*

浜 島 房 則†

The  life history of the Japanese mouse, Mus 
  molossinus Temminck and Schlegel XII 

     Gametogenesis and early development* 

          Fusanori Hamajimat

著 者 は す で に 野 棲 ハ ツ カ ネズ ミの 生 活史1-XIを

報 告 した が,こ の一 連 の研 究 の 最 後 の報 告 で あ る 「配

偶 子 形成 と初 期発 生 」 につ い て 以 下 述 べ て み たい.

ヨ ウシ ュ ハ ツ カ ネ ズ ミMusmusculusに お け る 配

偶 子 形 成 の 研 究 は 多 くの研 究 者 に よつ て な され て い る

(Kirkham,1916;Kingery,1917;Yocom,1917;

Allen,1923ISimkins,1923;高 木,1930;Heys,

1931;Outright,1932;Pincus,1936;Allenand

Creadick,1937;Freud,1939;LeblondandCler-

mont,1952;Oakberg,1957).ま た 胚 の 初 期 発 生 に

関 して も 同様 で あ る(Sobotta,1895,1908,1911;

Gerard,1925;Rietschel,1929;LewisandWright,

1935;JollyandForester-Tadie,1936;Allenand

MacDowell,1940;Feket,BartholomewandSnell,

1940).

しか し 日本 産 野 棲 ハ ツ カネ ズ ミMusmolossinusに

お け る配 偶 子形 成 や 初 期 発 生 に つ い て の詳 しい 報 告 は

著者の 知 る限 りで は まだ ない.そ こで1955～1959年

にわ た り研 究 室 内で 木 種 を 繁殖 飼 育 し,そ の 配 偶 子形

成 と初 期 発生 につ い て 観 察 した.そ の結 果,本 種 に お

け る配 偶=Fの 形 成 と初 期 発 生 につ い て 若 干 の 知見 を得

た の で こ こに報 告 した い.
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材 料 お よ び 方 法

配偶子形成 と初 期発生 を調べ るため 日本産野棲ハ ツ

カネズ ミMusmolossinusTemminckandSchlege1

を繁殖飼育 し,そ の胚 と出生個体の生殖腺 をプアン液

で固定 し,6μ の パ ラフィン切片 をつ くり,デ ラフィ

ール ドのヘマ トキシ リン ・エオジン二重染色によつて

観察 した.配 偶子形成の観察では分娩 後5日 目ごとに

幼獣の生 殖腺をと り,初 期発生の観察 では交尾直後か

ら交尾後7日 目までの胚を とり,そ れぞれの発生を検

討 した.

観 察 お よ び 考 察

1.配 偶子形成

脊椎動物の生殖細胞の起源 については種々の説が あ

る(Everett,1945).し か しKirkham(1916),

Simkins(1923),Brambell(1927)に よ るとシ ロハ

ツ カネズ ミの生殖腺は交尾後9日 目の胎児 の体腔壁か

ら発生 し,こ れは大小2種 の細胞を もつ胚上皮か らな

り,交 尾後9～11日 目に 原始生殖細胞が出現す ると

い う.こ の時期ではまだ雌雄の生殖腺は区別 できない

が,交 尾後11～12日 目より生殖腺の分化 は著 しくな

り,Brambe11(1927,1928)に よると13日 目に卵巣

と精巣 にははつ きりした発育の相違が認め られ るとい

う.ま た雄ではは じめ胚上皮 は増殖 して生殖腺の内方

に向かつて第1次 性索 を出 し,こ れ はや がて胚上皮か

ら分離す る.

Allen(1904),Simkins(1923),Heys(1931)に

よると第1次 性索 が発達 して精細管になるとい う.ま

た性索 には大形の 原始生殖細胞 と小形の 細胞が み ら

れ,前 者は妊娠後期まで有糸分裂によつて増殖 し,そ

の後退化減少 して,生 後聞 もな く完全に消失 して しま



うと考え られてい る.ま た後者 は精細管の最外側 にあ

る膜に接 してお り,こ の細胞が 精原細胞 に なるとい

う.つ いで出生時には同 じよ うな細胞がな らんでいる

が,数 日間のうちにセル トリ細胞を分化す る.ま た雌

では第1次 性索についで胚上皮 がふたたび増殖 し,大

きな卵原細胞 と小形の卵胞細胞 とを含む第2次 性索を

出すと考 えられている.

さらにこれは間 もな く生殖上皮か ら分離 し,後 に1

個ずつ の卵を中心 として,こ れを とりま く若 干の卵胞

細胞か らなる凍始 ろ胞 がつ くられ,幼 若 な卵原細胞は

多 くの有糸分裂像 を示 し,胚 上皮 の卵の増殖が起 こる

とい う.

1.卵 子発生.木 種 に おいて 卵原細胞 は 生まれた

蒔 には肥糸期を 示 して い る(第1図 版,第1図).

ヨウシュハツ カネズ ミに おいて も これ と 同様 で ある

(Brambell,1927;Butcher,1927).出 生時には卵原

細胞 は若干の卵胞細胞 にか こまれてい る.出 生後5日

目におけ る卵巣 の卵母細胞は卵原細胞 の約3～4倍 の

大 きさにな り,1層 の卵胞細胞 につつ まれている(第

1図 版,第2図).し か しヨウシュハ ツカネズ ミでは

卵母細胞は卵原細胞の約3倍 の 大 きさに な ると い う

(Kingery,1917;Brambell,1927;Freud,1939),

卵細胞 の数 は 次第に 多数に なるが,一 部の卵 は退化

し,あ る卵胞は成長す る.生 後10日 目の 卵細胞 は上

皮か らわかれ,そ の卵細胞 は5日 国の ものの約2倍,

15日 目のものでは5日 目の ものの約3倍 の直径 に達す

る(第1図 版,第3,4図).生 後20～25日 目におけ

る卵胞 のい くつかは 小 さな 卵胞腔を もつ ように な る

(第1図 版,第5図).し か しヨウシ ュハツカネズ ミで

は出生後6～7日目 頃に活動的に増殖 し,生 後1.2～15

口目には卵胞 のい くつかは卵胞腔 を もつよ うになると

い う(Kingery,1917;Brambe11,1927;Engle,

1931).

本種 における 透明帯を 含 まない 卵巣卵の 大 きさは

72×63～60×46μ,平 均65×52μ(例 数12)で ある

(第1図 版,第6図).ヨ ウシュハ ツカネズ ミは卵胞 が

125uの 大 きさになると卵は72μ の直径 に達 し,そ れ

以後 は卵胞の成長のみで,卵 子の成長はみ られ ない と

い う・(Brambell,1928).第1表 は ヨウシュハツカネ

ズ ミにおけ る卵巣 卵の大 きさを示 した ものであ る.こ

れによ ると固定液 はまちまちであるが,最 高70μ,最

低59μ の 直径 を示 してい る,し か し生卵では直径は

95μ であるとい う(Hartman,1929).第2表 は卵管

内0)卵 の大 きさを示 した もので 最高63u,最 低55!`

であ る.木 種 における卵管内の卵の大 きさは72×65～

61×52u,平 均65×58u(例 数16)を 示 してい る.

2.精 子発生.前 述 したよ うにハツカネズ ミの雄 で

は出生時には精細管に大小 の細胞 がみられ る(第1図

版,第7図).生 後5～10[i属 には原始生殖細胞は消

失 して しま う(第1図 版,第8図).生 後10～15口 口

に精細管壁 は数届 にな り,精 原細胞 にはみ られないよ

うな 濃 く染色 され る核 が み られ る(第1図 版,第9

図).す なわ ちOutright(1932)が ヨウシュハ ツカ

ネズ ミで述べてい るよ うに肥糸期を示 す第1精 母細胞

があ らわれ;ま た精細 管には明 らかな腔所 がみ られ,

造精作用は盛んになり成熟分裂が 起 こる.生 後15～

20日 目のあ る精細管 には第2精 母細胞がみ られ る(第

1図 版,第10図).こ れ は第1精 母:細胞よ り小 さい.

Table 1. Size of the ovarian ova (Vitellus only or inner diameter of zona) 
    of Mus  musculus in prepared sections of fixed ovaries.

Sobotta (1908) 
Lams and Doorme (1907) 
Long and Mark (1911) 
Kremer (1924) 
Brambell (1928) 
Parkes (1932) 
Makino (1941)

Flemming fix. 
Bichrom fix. 
Osmic fix. 
Bouin's, Carnoy's and Zenker's modification fix. 
Flemming fix. 
Bouin fix. 
Bouin fix. 
Allen-Bouin's mixture fix.

Table 2. Size of the tubal ova (Vitellus or true ovum only) of 
    Mus musculus in prepared sections after fixation.

Lams and Doorme (1907) 
Anikiew (1908) 
Long and Mark (1911)

Osmic fix. 
Zenker fix. 
Bouin's Carnoy's and Zenker's modification fix.



Cutright(1932)に よ る と コ ウシ ュ ハ ツ カ ネ ズ ミ で

は 生 後13口 口 に精 細 管 に腔 所 が で き,生 後18日目 の

精細 管 に は第2精 母 細 胞 が み られ る とい う.生 後20～

25日 目に は ヨウ シ ュハ ツ カ ネズ ミと 同様 に 本 種 で も

精細 胞 が 精細 管 に み られ るよ うに な る.ま た 精細 胞 は

さ らに小 さ くな り,形 は 長 く の び る.Leblondand

Clermont(1952)は 精 細 胞 か ら精 子 の で き るま で を

golgi期,cap期,acrosome期,maturation期 の

4期 にわ けて 説 明 して い る.中 西(1955)は シ ロハ ツ

カネ ズ ミの精 子 中片 の 形成 につ い て 次 の よ うに説 明 し

て い る.精fの 軸 糸 は 初 め細 胞 の周 辺 を か こむ よ う に

走 り,そ の まわ りに ミ トコン ドリア が 集 ま り,や が て

これ は らせ ん状 に 軸 糸 の ま わ りを 回 遊 し,こ の まわ り

を細 胞 質 が と りま き,精 子 の 中片 が 形成 され る とい つ

て い る.本 種 で は生 後25日 目 には 変 態 の 進ん だ 精 細 胞

が み られ(第1図 版,第11図),25～30日 目に な る と

これ が 多 数 み られ た.生 後30～35日 目に は 尾 を もつ

若 い精 子 が 現 わ れ た.ヨ ウ シ ュハ ツ カネ ズ ミで は生 後

21日 日に 変 態 の 進 んだ 精 細 胞 が み られ,33～35日 目

に は尾 を もつ 若 い 精 子が み られ るとい う(Parkes,

1925;RowlandandBrambe11,1933).こ の頃 にな

る と精 子 は そ の尖 体 を セ ル トリ細 胞 に接 して い る.セ

ル トリ細 胞 の 核 は 精 原 細 胞 の もの よ り 長 く卵 形 で,

Stevens(1911)は1細 胞 内 に2種 の 核 が あ る こ とを

認 め,濃 く染 色 す る もの をkaryosomesと し,そ う

で な い もの をplasmosomesと よ ん で い る.本 種 で は

生 後40～45日 〔 に は 成 熟 した 精 子 が 精 細 管 腔 に み ら

れ る(第1図 版,第1.2図).ヨ ウ シ ュハ ツ カ ネズ ミで

は 生 後42口 目(Parkes,1925;RowlandandBram-

bell,1933),あ るい は40～45日 目(高 木,1930)と

され て お り木 種 の 場 合 に 似 て い る.生 後45～50日 〔

に は本 種 で も ヨウ シ ュハ ツ カ ネ ズ ミで も多 数 の成 熟 精

子 が み られ る.つ ぎに生 後 造 精 作 用 が は じま る時 期 に

つ いて であ るが,11fくGroome(1934)は 精 子 形成 は

離 乳 期 に始 ま ると いつ て い る.し か しOakberg(1957)

は ヨウ シ ュハ ツ カネ ズ ミにお い て 精原 細 胞 か ら精 子が

で き る まで の 期 問 は 最 低33.5日,最 高35。5日 で あ る

と述 べ て い る.多 くの 研 究 者 は精 子 の 出現 は生 後30～

50日 目に あ る と述 べ て い る(Yocom,1917;Parkes,

1925;高 木,1930;RowlandandBrambell,1933;

平 岩 ・浜 島,1960).し た が つて これ らの報 告 か ら考

え て 精 子 形成 が 始 ま る時 期 は生 後間もない 時 期 とみ な

され る.

ヨウ シ ュハ ツ カ ネ ズ ミの 染 色 体 数(n)に つ い て

Tafani(1889)は20(?),SoUotta(1895)は12

(♀),Kirkham(1907)は12(?),Sobotta(1908)

は16(♀),LongandMark(1911)は20(`?),

Makino(1914)は20(♀,♂),Loukianow(1898)

は12(♂),Yocom(1917)は20(♂),Cutright

(1932)は20(♂)と している.ま たMakino(1941)

は本種における染色体数は ヨウシュハツカネズ ミの も

のと同様 に,n=20で あ ると述 べてい る.成 熟精子 の

頭部は平た く,フ ォー ク形 を してい る.頭 部の大 きさ

は平均8μ(例 数55)で あつた.こ れ はSnell(1956)

のい うヨウシュハ ツカネズ ミの8.1μ と ほとん ど同様

な大きさであつた.

II.胚 の初 期発生

受精 は卵の 中に精子が貫入す ることを意味 し,ハ ツ

カネズ ミでは これが卵管の上 部でお こるといわれてい

る.精 子 は卵子に達す るために子宮および卵管を上行

移動 し,一 方,雌 の発情や交尾現象は排卵前 にお こる

ことがわかつているので,精 子は排 卵のおこる時には

すで に卵管内に存在す るとみ られて いる.大 貫(1959)

によると精子 が受精前 に雌の生殖 器内にある時間 存在

し,そ の尖 体が変性 あるいは脱 落することは精 子の生

理的変化 と卵子 内貫入能 力とに深 い関係があ ると述 べ

てい る.ま たLewisandWright(1935)に よるとシ

ロネズ ミの 精子 は30秒 た らずで 子宮頸管か ら子宮 に

達す るか らハ ツカネズ ミでも同様であろ うといい,ま

た精子は射精後15分 で 卵管の 上端 に達す るとい う.

しか しMerton(1939)に よると ヨウシュハ ツカネズ

ミでは精子 は交尾後15分 で 卵管 に入 り,2時間 で卵

に達 し,受 精 は3時 間 内に起 こるとい う.卵 巣 卵は第

2成 熟分裂中期 の状態で排卵 され,1つ の卵に1つ の

精子が入 り,数 時間後に第2成 熟分裂をおえ,第2極

体を放出 し,問 もな く最初の卵割が起 こると考 え られ

てい る.精 子貫入後卵内には卵子 と精子の核である雌

雄前核 がみ られ,中 片は精子 の貫入後間 もな く卵 内で

頭部か ら離れ るが,顆粒 構造を示 し,こ れはGresson

(1940)に よると ミトコン ドリアと 同 じものと 考え ら

れている.

1.卵 割 と胚盤胞.本 種 におけ る最初の卵割は卵管

内で交尾後24時間 内に 起 こる.つ いで4,8,16細 胞

期 となる.こ れ らは卵管を通 り(第2図 版,第1～6

採1),後 にゆるやかに子宮 にお りて くる.子 宮 に入つ

た胚は間 もな く32細 胞に なり,桑 実胚 にまで達す る

には受 精後60時 間を必要 とす る.そ の後,桑 実胚 の

中に偏心的な 腔所 が 現 われ る.こ の 腔所は大 きくな

り,胚 盤胞腔 とな る.や がて この腔 をとりま く1層 の

大型の細胞か らなる栄養膜 と一側 に内部細胞塊とよば



れ る多 くの細胞がみ られ,初 期胚盤胞 とな る(第2図

版,第7図).胚 の発生段階,受 精後の 日令およびそ

の部位に ついて み ると,1細 胞期は交尾後24時 間以

内,2糸 田月包期は24～38時間,3～4細胞期 は38～48

時間,5～8細 胞 期は48～64時 間,桑 実胚期は68～

72時 間,胚 盤胞初期 は72～82時 間 にみ られ,1～8

細胞期までの発生段階の大 部分 は卵管 内に,桑 胚お

よび胚盤 胞は予宮内に位 置す る.ヨ ウシュハツ カネズ

ミでは1細 胞 期は 木種 と 同様に24時 間 内,2細 胞期

も24～38時 間,3～4糸 田胞 期は38～50時 間,5～8

細胞期は50～64時ll樋,桑 実胚 期は68～80時 間,胚 盤

胞初期は74～82時間 に み られ る と い う(Lwisand

Wright,1935).胚 の位置 もほぼ木種 と同様である.

つ ぎに胚の発生段階 とその大 きさをみると1細 胞期は

64μ,2細胞期 は82μ,4細胞期 は65u,8細胞期 は

68μ,桑 実胚期 は65μ,胚 盤胞初 期 は87μ で あ つ

た,ヨ ウシ ュハツカネズ ミでは生での1細 胞期は....

u,2細 胞 期は90μ,4細 胞期 は87.6μ,8細 胞 期は

85.4μ,桑 実胚期は89.4u,胚 盤胞初期では89.8μ で

あ る(LwisandWright,1935).

2.着 床と卵筒形成,子 宮内に入つた胚は間 もな く

反子宮聞膜側 の粘膜のひだの間に反胚側を子宮上皮 の

方に向けて位 置す る よ うになる.交 尾後96時 間後 に

胚の反胚側 および 胚側の 栄養膜か ら 巨大細 胞が 生ず

る.着 床 の直前 には胚の大 きさに変化はみ られ ない.

胚盤胞の増大 は数時間で行 なわれ,そ れにひきつづい

て内部細胞塊 も成長する.こ の ようになると胚盤胞は

卵 黄腔 をもち卵筒に な る(第2図 版,第8図).こ の

胚の大 きさは直径220μ に達す る.

3.胚 葉形成.胚 盤胞 は増大 し,内 部細胞塊 は2種

の細胞よ りな るにいた り,交 尾後4日 目に卵 筒が形成

される.外 胚葉は背腹 の2っ の部分にわかれ,胚 外外

胚 葉と胚体外胚葉 とよ りなる.卵 黄腔 に接 し,胚 体外

胚葉 をとりま く1層 の細胞が内胚葉 となる.交 尾後5

日目では核の形や染色反応 の相違はみ られ ないが,胚

外 外胚葉 と胚体外肚葉 ははつ きり区別 できる.約5日

日で原羊膜腔が胚体外胚葉 の中 にで きる(第2図 版,

第9図),こ め時には未だ 中胚葉はできてい ない.胚 外

外胚葉 の背端における著 しい成長は担胚 円錐体形成 の

きざ しである.こ の発達 は著 しく,交 尾後6日 目で胚

全体の1/2を しめ るよ うになる.こ の時,胚 の大 きさ

は直径550uに 達 する,中 胚葉 は6日 目の胚にみ ら

れ,胚 外外胚葉と胚体外胚葉の接 する而の胚体 外胚葉

か ら離れ る.こ のように して交尾後7[目 になると胚

の大きさは直径750,uに 達す る.

要 約

著 者はすでに野棲ハツカネズ ミの生活史1-X正 を

発表 したが,こ こに この一連の研究の最 後と して この

報告 を行なつた.こ の研究 において,著 者が研究室内

で繁殖飼育 した 日木産野棲ハ ツカネズ ミMusmolos-

sinusの 配偶 子発生と胚 の初 期発生 とを 観察 した結果

はつ ぎの ようである.

出生時におけ る卵原細胞は肥糸期に達 してい る.出

生後5口 日におけ る卵母細胞は卵原細胞 の約3～4倍

の大 きさに な り,う すい1層 の 卵胞細胞を もつ てい

る.出 生後5～10[〔 に卵は著 しく増大 し,生 後10

日日の卵 は5[目 の ものの2倍 の大きさになる.生 後

20口 目に 若1=の 卵胞 に はじめて 卵 胞腔 がみ られ る.

生後50～60日 目頃には成熟卵がみ られ,ま もな く排

卵され るよ うになる.

出生時の精細管には原始生殖細胞 とやがて精原細胞

になる小 さな細胞 が 認 められ る.生 後5～10口 口に

は原始生殖細胞は 全部消失 して しま う.生 後10～15

口目に精細 管壁 には肥糸期にあ る数層 の第1精 母細胞

があ らわれ る.生 後10～15日目 の あろものでは精細

管 に腔所がで き,こ の頃 より造 精作用は盛ん にな り,

第1成 熟分裂が起 こる。 生後15～20口 目の い くつか

の精細管には第2精 母細胞がみ られ,こ れは第1精 母

細胞の大 きさの約 半分の大きさを 示 して い る.生 後

20日 目にはい くらかの 精細胞が 精細管腔 の 中心部 に

近 くみ られ る.精 細胞はさ らに小 さ くな り,形 は長 く

のび る.生 後25日 目には 変態 の進んだ精細胞 がみ ら

れ,25～30日 目には これが 多数み られ る.生 後30～

35日 日には尾を もつ若 い精子が現われ,そ れ らの尖体

は セル トリ細胞に 接 してい る.生 後40～45日 日には

成熟 した精子が精細管腔 に み られ,生 後45～50日 目

にな ると多数の成熟精子が 現 われ る.交 尾後24時 間

内では 受精卵は1細 胞期 に あ る.2細 胞 期は 交尾後

24～38時 間 内,3～4細 胞 期 は38～48時間 内,5～8

細胞期は48～64時 間内,桑 実胚期は68～80時間 内,

胚盤胞初期 は72～82時 間内に み られ る.1～8細 胞

期までの大部分は卵 管内に,桑 実胚 と胚盤胞 は子宮内

にみ られ る.桑 実胚 の中には偏心的な腔が現われ る.

子宮内に入つた胚は間 もな く反子宮間膜側 の粘膜のひ

だの間に反胚側を子宮上皮 の方 に向けて位 置す るよう

にな る.交 尾後96時 間に して 胚の反胚側 および胚側

の栄養膜か ら巨大細胞が生ず る.胚 盤 胞腔 の増大につ

づいて 内部細胞塊 も成 長す る.胚 盤胞 は卵黄腔 と内部

細胞塊を もつ卵筒 とな る.外 胚葉 は2つ の部分 にわか



れ,胚 外 外胚葉 と胚体外胚葉 とよ りなる.胚 盤胞に接

し,胚 体 外胚葉 を とりま く1層 の 細胞 が 内胚葉であ

る.交 尾 後5日 口では原羊膜腔 が胚体 外胚葉の中にで

きる.胚 外外胚葉の背端におけ る著 しい成長によつて

担胚 円錐休 が生ず る.交 尾後6日目 に中胚葉がみ られ

胚外外胚葉 と胚体外胚葉 が 接す る 面に 中胚葉が遊離

す る.
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Resume 

   The author has already reported on the subject entitled " The life history of the Japanese 
mouse, Mus molossinus Temminck and Schlegel I-XI", that is, 1) on the devices of rearing, 2) 
estrous cycle, copulation, pregnancy and parturition in the rearing cages, 3) litter size, number 
of the weanling per litter and sex ratio, 4) postnatal development of the sucklings and growth 
after birth, 5) on the onset of puberty, decline of reproductive function and life span, 6) notes 
on the breeding habit, 7) some notes on the sexual cycle, 8) habitat of the mouse and its 
reproduction, 9) prenatal growth of body weight, neck- and crown-rump length, length of tail 
and hind foot, and size of genital organs in the fetus, 10) postnatal growth of head and body, 
tail, hind foot, ear, skull and gonads, 11) Mesurements of external characters, skull and repro-
ductive organs in adult mouse. In the present paper I have reported on the gametogenesis and 
early development as the last one of a series of the study. 

   The nuclei of the oogonia have reached the pachytene stage by the time of birth. By 5 days 
post partum all the oocytes in the ovary have a single layer of follicular cells, growing approxi-
mately three or four times of the oogonia in size. By 10 days post partum the oocytes are two 
times of the oocytes of 5 days post partum in size. At 20 days post partum some of the follicles 
acquire for the first time a small antrum. The first estrus takes place at 50 to 60 days post 

partum, and at that time the ovum is surrounded by the cells of the cumulus oophorus in the 
antrum of the mature follicle. Ovulation occurs soon after this condition is established. The 
seminiferous tubules in the new-born mouse have primordial germ cells and spermatogonia. But 
the primordial germ cells disappeared at about 5 to 10 days post partum. At 15 days post 

partum appear spermatocytes with the pachytene nuclei. Each of them contains a large deepstain-
ing nuclear structure which was not present in the spermatogonia at any time. The lumen 
appears first in some of the seminiferous tubules at 15 days post partum. After this time 
spermatogenesis appears to proceed more actively in some tubules. At about 15 to 20 days post 

partum in some tubules the first maturation division takes place in the primary spermatocytes,



and the secondary spermatocytes are visible. The secondary spermatocytes are approximately 
one-half of the primaries in size. The nucleus of the resting stage contains just one or two 
small nucleoli. The second maturation division follows soon after the first one, and spermatids 
are found in the tubules by 20 days post partum. Spermatids are distinguished from the secondary 
spermatocytes by their smaller size, and their position situated nearer the center of lumen of 
the tubule. The elongation of spermatids is continued until the metamorphosis into spermatozoa 
are finished. In 25 days post partum the metamorphosis is taking place in many cells. At the 
age of 30 to 35 days immature spermatozoa with tails are attached to Sertoli cells by their heads. 
Mature spermatozoa being free in the lumen of the tubules are first found at the age of 40 to 
45 days. At 45 and 50 days old testes contain large numbers of mature sperms. 

   The first cleavage occurs about 24 hours after copulation. The ovum reaches two-cell stage 
about 24 to 38 hours, four-cell stage about 38 to 48 hours, eight-cell stage about 48 to 64 hours, 
morula stage about 68 to 80 hours and blastocyst stage about 72 to 82 hours. We can find ova 
being from one-cell to eight-cell stages in the oviduct, and more advanced stages in the uterus. 
The blastocyst is oriented so that the abembryonic side faces the point of first contact antime-
sometrially. After that the blastocoele expands and the inner cell mass grows. A single layer 
adjoining the blastocoele and surrounding the embryonic ectoderm is the entoderm. Thus 
blastocyst becomes to be the egg cylinder stage. The ectoderm of egg cylinder is divided into 
two parts. One of them gives rise to extraembryonic  ectoderm  ; another to the embryonic ectoderm. 
About 5 days after copulation the proamniotic cavity appears in the embryonic ectoderm. By 
active growth of dorsal end of extraembryonic ectoderm the ectoplacental cone develops. At 6 
days after copulation the first mesoderm cells are budded off from a narrow strip of embryonic 
ectoderm.



                       Explanation of Plate 1 

Fig. 1. Ovarian phase at the time of birth, showing oogonia characterized by their large size 
      and by the clear appearance of the cytoplasm surrounded by follicle cells.  X 400. 

Fig. 2. Ovarian phase at the age of five days, showing many oocytes surrounded by a 
      single layer of follicle cells. X 400. 

Fig. 3. Enlarged view of the follicle at the age of ten days, showing the transitional appea-
      rance from one to two layers of follicle cells. There are minute chromatic spheres 

      in the egg nucleus. X 400. 
Fig. 4. Enlarged view of the follicle at the age of fifteen days, showing the appearance of 

      many layers of follicle cells. Several minute chromatic spheres are visible in the egg 
      nucleus.  X 400. 

Fig. 5. Enlarged view of the ovum with a small antrum at the age of twenty five days, 
     showing two spherical nucleoli in the nucleus. X 400. 

Fig. 6. Enlarged view of the ovum measuring 7011 in diameter in Graafian follicle at the 
      age of sixty five days. In the nucleus are seen two distinct spherical nucleoli. X 400. 

Fig. 7. Enlarged view of the seminiferous tubule at the time of birth, showing the primor-
     dial germ cells and spermatogonia. X 500. 

Fig. 8. Enlarged view of the seminiferous tubule at the age of ten days, showing the 
      spermatogonia only. X 500. 

Fig. 9. Enlarged view of the seminiferous tubule at the age of fifteen days, showing the 
      spermatogonia and spermatocytes. At the time the lumen of tubule becomes first 

      clear. X 500. 
Fig. 10. Enlarged view of the seminiferous tubule at the age of twenty days, showing many 

      spermatocytes and some spermatids. X 500. 
Fig. 11. Enlarged view of the seminiferous tubule at the age of twenty five days, showing 

      metamorphosis of many spermatids into spermatozoa. X 500. 
Fig. 12. Enlarged view of the seminiferous tubule at the age of forty five days, showing 

     large numbers of mature sperms attached to the Sertoli cells by their heads. X 500.
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                       Explanation of Plate 2 

Fig. 1. Tubal fertilized ovum at one day after copulation, showing the metaphase of the 
     second maturation division. X 400. 

Fig. 2. Tubal ovum at one day after copulation, showing the second polar body.  X 400. 

Fig. 3. Tubal ovum before conjugation of female and male pronuclei at one day after copula-
     tion.  X 400. 

Fig. 4. Tubal ovum in two-cell stage at two days after copulation. X 400. 

Fig. 5. Tubal ovum in four-cell stage at two days after copulation. X 400. 

Fig. 6. Tubal ovum in eight-cell stage at two days after copulation. X 400. 

Fig. 7. Early blastocyst in uterus at three days after copulation. X 400. 

Fig. 8. Early egg cylinder stage at four days after copulation. X 400. 

Fig. 9. More advanced egg cylinder stage at five days after copulation. X 400.
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